
令和５年度 第１回

常陸大宮市市政女性モニターアンケート

調査結果報告書

[人口減少に関することについて]

令和６年１月

常陸大宮市



常陸大宮市市政女性モニターについて

市政運営や市の課題等について、女性の意見や評価を把握し、今後の市政運営に役立て

るため、令和３年７月に常陸大宮市市政女性モニターを設置しました。

・対象者

市内に在住、勤務または在学している 18歳以上の女性。

（企画政策課窓口に募集広告を設置し、市ホームページ掲載等で募集。）

・登録者の年代構成（全 82名）

80 代１名、60代 11 名、50代 14 名、40代 16 名、30 代 34 名、20 代６名

※本調査を開始した令和５年 11月６日現在

１ 調査概要

（１）調査の内容等

■調 査 名

「人口減少に関することについて」

■調査目的

市内への居住状況や結婚・子育てに関する質問を通して、女性の視点・立場による

考えを把握し、人口減少対策を検討する際の参考とするため、市政女性モニターにア

ンケート調査を実施しました。

（２）実施概要

調査対象 市政女性モニター登録者 82名

調査方法 Web 調査

・登録者のメールアドレスへアンケート実施について通知

・通知した URL から専用フォームにおいて回答

回収時期 令和５年 11 月６日から令和５年 11月 20 日

回収数(回収率) 55 票(67％)
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【資料】令和５年度第１回 市政女性モニターアンケート調査結果

問１ 居住地域（回答数：55 件） 問２ 年齢（回答数：55 件）

問３ 職業（回答数：55 件）

問４ 勤務先（回答数：55 件） 問５ 住まいの住宅の種類（回答数：55 件）
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問８ （転入された方へ）本市を住まいとして選択した理由（複数回答・回答数：48 件）

○その他の内容

・まちなかでは出来ない仕事のため

・就職のため

・自営のため

問６ 市内に住んでいる期間

（回答数：55件）

問７ （市内在住の方へ）居住の経緯

（回答数：55件）
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問９ 本市に住み続けたいか（回答数：55 件）

問 10 （住み続けたいと回答した方へ）今後も住み続けたい理由は何か

（複数回答・回答数：85件）

○その他の内容

・家を購入しているから

・持ち家があるから

・家を他に建てる資金がないため

・仕事の都合上

・家が常陸大宮にあるから
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問 11 （市外へ引っ越したい方へ）市外へ引っ越したい理由は何か

（複数回答・回答数：８件）

○その他の内容

・親の介護のため

問 12 出会いのきっかけになるのはどのような機会か（複数回答・回答数：130 件）

○その他の内容

・職場

・学校
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問 13 出産・子育て支援策として重要だと思うことは何か（複数回答・回答数：154 件）

○その他の内容

・出産育児による休業が、キャリア形成にマイナス評価されない制度の徹底。

・学校給食無料化、公立学校教育の充実、家庭に支援じゃなくて子供達に充実した学習環境やいろん

な体験が出来る機会を提供してほしい。

・手厚くしても親の考え方の違いで、子供の為に使われていないのが現状。

・医療機関をもっと充実させてほしい。検査をしっかり出来る設備の充実、ネット予約で待ち時間の減

少等。

・PTA が嫌で子供を作りたくない家庭を何件か存じております。

・お金はかかっても良いので、保育園や幼稚園以外で子供を預けて親が数時間でも安心して息抜き

できるような施設などがあるとありがたいです。

問 14 教育環境を充実させるために、力を入れるべきだと思うものは何か

（複数回答・回答数：156 件）
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問 15 移住定住促進で力を入れるべきだと思うものは何か（複数回答・回答数：107 件）

○その他の内容

・蜂の巣駆除は蜂の種類問わず無料にして欲しい。こっちの人はミツバチは気にしないとか言って

ても外から来た人は蜂は怖いです。

問 16 人口減少を解決するための取組として、最も重視すべきだと思うものは何か

（回答数：55件）

○その他の内容

・道の駅のそばに資料館つくるの反対した人がいて作らなかったという話を聞きましたが、観光面に

おいてあれは失策だと存じます。

・雇用の拡大。ただし従来型の工場誘致ではなく、研究職等の知的労働者の働く場を作ること。また市

内出身若年女性（18 歳から 20代半ば）の流出を止め、地元に戻ることを選択してもらえるような施

策が必要。

・兵庫県明石市のように子育て政策に力をいれれば若い世帯の移住者が増えると思う。
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